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久しぶりの触媒討論会とイノベーション支援の Catalysis 

                         （一社）アイリック代表理事 

                              東北大学名誉教授 

                                 宮本 明 

１． はじめに：久しぶりに参加した触媒討

論会 

２０２５年９月１７日、１８日、１９日の

３日間にわたり、東北大学青葉山新キャン

パスで開催された第１３６回触媒討論会に

久しぶりに参加した。５５年前の触媒討論

会に東北大学修士１年生として初参加、討

論会での B 講演で発表し、触媒討論会の楽

しさを味わってからは、東北大学大学院生、

名古屋大学助手、京都大学助教授、東北大学

教授時代はもとより、外部資金による教授・

プロジェクトリーダーも定年となった８年

前まではよく参加していたが、その後、シニ

アリサーチフェロー・学術研究員時代以降

は全く参加していなかった。プログラムを

眺めると、討論中心の B 講演は無くなって

いたが、「光触媒」、「工業触媒」、「水素の製

造と利用のための触媒技術とプロセス」、

「環境触媒」、「先端放射光」、「ファインケ

ミカルズ合成触媒」、「ファインケミカルズ

合成触媒」、「界面分子変換の機構と制御」、

「固体酸塩基触媒」、「コンピュータ利用」、

「二酸化炭素変換」、「規則性多孔体の合成

と機能」、「選択酸化」、「ナノ構造触媒」、「有

機資源循環」、「燃料電池触媒」、「天然ガス

転換」、「有機金属・分子触媒」、「生体関連触

媒」など多くのセッションに加え、特別企画

研究会横断若手シンポジウムに特別講演、

受賞講演があり、しかも自分が現役時代に

若手として活躍していた方々がリーダーと

なるなど興味を搔き立てられた。 

 その中で、赤間 弘さんのご講演を拝聴す

る機会もあり、ご講演後の挨拶の中で、日産

自動車を経て、静岡大学福原研究室で准教

授としてご活躍されていることを知るとと

もに、シニア懇談会の世話人代表も室井高

城さんから引き継いでいらっしゃることも

お伺いした。さらに、懇談会ニュースの原稿

依頼もされたので、大変お世話になった出

口さん、室井さんにお声掛け頂いた前々回

[1]、前回[2]と同様に、お引受けすることに

した。 

 

２． 活発な討論の伝統が続く触媒討論会 

会場に着くと東北大学冨重研の中川義直

先生が運営のために尽力され、冨重研を中

心に東北大学の多くの研究室の学生の方々

が受付等、お世話下さっていた。自分も巧く

名札などを受取った。事前にメールを頂い

ていた飯塚泰雄先生から少しご到着が遅れ

るとのご連絡があり、その間、一階のフロア

で待っていると、久しぶりにお目にかかる
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方々とご挨拶をした。大阪大学の奥村光隆

先生とはロンドンでの国際会議以来の再会

で、様々な話題について語り合った。その

後、飯塚泰雄先生にも無事お目にかかるこ

とが出来、「２０５０年カーボンニュートラ

ル実現に向けてのバイオマス貢献」に関す

る資料も頂き、議論させて頂いた。さらに記

念写真を撮ったりしたら、秋鹿研一先生、尾

中 篤先生、上田 渉先生、福岡 淳先生にご

挨拶、展示をされていたダイキンの釜谷 

功さん、堀場製作所の花木保成さんとも語

り合い記念写真を撮るなど討論会会場に着

く前にかなり楽しい時間をもった。 

 どの会場も結構賑わっていた。プログラ

ムを見て、いくつか教室を回った。質問も多

く出て、それに対する答えもスムーズで、活

発な発表・討論が続き、修士一年生の時に感

じた触媒討論会の伝統が現在も続いている

ことを実感、嬉しい気持ちになった。 

 

３． 新分野・新課題・新手法を活用する様々

な魅力的な発表 

触媒討論会のセッションは自分が参加し

ていた頃と余り変わっていなかったので、

久しぶりの参加により、各分野での研究手

法、具体的なターゲットの変化、進化につい

ての理解には便利であった。会場となって

いる東北大学青葉山新キャンパスには、「ナ

ノテラス」が稼働し注目されているが、それ

も含む放射光の利用は、「先端放射光」セッ

ションだけでなく多くのセッションでの発

表でも見られ、固体触媒系の構造解析が、オ

ペランド計測も含め着実に進んでいること

を実感した。同様に、コンピュータ化学の利

用も「コンピュータの利用」セッションだけ

でなく、多くのセッションでの発表で見ら

れ、今では必要があれば誰でも使用する日

常的な手法にまで進化していることも実感

した。それを受けて、本家の「コンピュータ

利用セッション」では最新の機械学習、ニュ

ーラルネットポテンシャルを用いる研究、

最先端スーパーコンピュータを利用する大

規模計算なども発表され、しっかりと発展

し、期待を強くした。 

発表件数では、「光触媒」セッションが３

日間の全てで講演があり、高い関心が寄せ

られていることを実感した。メカニズムの

面では、様々な励起プロセスが関係するだ

けに興味深く思うとともに、自分自身、コン

ピュータ化学の様々な分野への応用に中で、

プラズマディスプレー、半導体プロセスで

の様々な励起状態の関与、電子、ホール移動

などを扱った時のことも思い出し、興味が

拡がった。その中で、受賞講演、吉田寿雄

「光触媒を用いた物質変換反応の開拓」で

は、１時間の講演時間があったこともあり、

光触媒での新反応を開拓するという研究の

狙いがよく分かり、流石、多くのノーベル賞

を輩出した京都大学工学部石油化学科の卒

業生の発表との印象を感じたが、１０月に

なって、同じ石油化学科卒業の北川 進先生

のノーベル化学賞受賞発表を受けて、改め

てその思いを強くした。 

 

４． 盛大な懇親会・交流会と自分自身の新

しい活動の紹介 

「若手交流会２０２５－学生・若手・企業

研究者の垣根を超えた交流会―」、「企業研

究者と学生の交流会」が自分の学生時代に

触媒討論会の中ではなかったかと思うので、

発展を感じた。全体の懇親会、研究会ごとの

交流会には長年参加し、楽しみにしていた
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ので、今回も全体の懇親会とコンピュータ

利用研究会の交流会に参加した。 

コンピュータ利用研究会の懇親会は、初

日の夜に市内で開催された。世話人代表の

パナソニックの小野寺真里さんを中心に、

事務局の久保百司先生、特別講演の名古屋

大・旭 良司先生、依頼講演の奈良先端大・

高山大鑑先生、講演者、司会の方々も多く参

加して賑やかな懇親会となった。久しぶり

の参加であったので、コンピュータ利用研

究会３代目の代表として紹介を受けるとと

もに、最先端で活躍するメンバーの皆さん

と楽しく交流した。 

翌日には、全体の懇親会が、川内キャンパ

ス・川内の杜ダイニングで開催された。会場

に入ると既に多くの方が参加されていたが、

久しぶりに薩摩 篤先生と会って、挨拶をし

た。名古屋大学村上研時代には学生であっ

たのに、もう少しで定年になると伺った。

様々なご活躍を考えると当然ではあるが、

時の流れの速さも実感させられた。冨重圭

一先生、野村琴広会長などの挨拶のあと、村

松淳司先生の乾杯の音頭で、盛大な懇親会

が開始された。アンモニア利用技術に注目

が集まる中、現在も大活躍されている秋鹿

研一先生、機械学習ポテンシャルを活用す

る触媒研究で特別講演をされた旭 良司先

生とは懇親会の折に近くにいらっしゃたこ

ともあり、詳しく議論させて頂き、町田正人

先生、片田直伸先生、佐藤智司先生、野村琴

広先生とも短時間ではあったが、交流させ

て頂き、貴重な機会となった。 

懇親会や久しぶりの挨拶の中では、お相

手のご近況、ご活躍をお伺いするだけでな

く、自分の方も自己紹介もすることになる。

シニア懇談会ニュースをご覧になられる方

もこれまで大変お世話になった方が多くい

らっしゃるので、この機会に近況をお伝え

出来ればと思う。最近は、定年後も様々な形

で働かれる方が増えているが、私も現役時

代に多くの産学連携研究、プロジェクトを

進めていたこともあり、外部資金による教

授・プロジェクトリーダーを東北大学の産

学連携研究の拠点である未来科学技術共同

研究センターで続けていたが、７０歳にな

った時点で、教授・プロジェクトリーダーは

定年、学術研究員として働くことになった。

それを機に、研究室でのリーダーシップも

若い教員に任せ、自分は支援的な立場にな

ることとした。３年前からは、東北大学から

退職し、東北大学と東北大学工学系財団の

支援で、新たな法人を設立することになっ

た。若手イノベーション支援が目的とする

一般社団法人、アイリックの代表理事を務

めていること、英語では、Aoba Institute for 

Research Innovation Catalysis(AIRIC)で、

化学分野ではなく、イノベーション分野で

はあるが今も Catalysis に取組んでいるこ

とも強調させて頂いた。化学分野の触媒と

同様に、イノベーションは若手自身が進め

ることであるが、新しい手法の導入、新しい

分野への応用、新しい解析方法を加えるこ

とにより、これまでにない新しい研究の発

展が起こるので、それを自然に楽しみなが

ら進めるようにしたいという願いを込めて、

Catalysis を採用した。触媒作用についても

っと深く理解したいという希望もあった。 

 

５． 最新のコンピュータ科学の進展と久し

ぶりの Keynote 講演「コンピュータ化

学草創期の挑戦」 

自分自身が最新の学問の発展に貢献する
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ことが期待される教授・プロジェジェクト

リーダーから支援的な役割になると、相手

の関心、興味により考える対象、分野も拡が

るので、歴史的な視点も不可欠となる。その

中で、東北大学青葉山キャンパスでの触媒

討論会を終えたあと、自分自身が取り組ん

だコンピュータ化学の草創期の発展につい

て考える機会を得た。若い世代の研究者等

と議論するときには、それらの方のご研究

内容、方針等について伺い、自分の意見を述

べることが普通かも知れないが、自分が若

い時の挑戦についても紹介してそれについ

ての若手などの意見を伺うことももう一つ

の方法である。ところが、当時の細かいこと

は忘れてしまっていることも多かったが、

触媒討論会の後に、それらを思い出し、整理

し講演する機会を与えて頂いた。Material 

Studio２５周年記念シンポジウムである。

現在は、生成 AI をはじめコンピュータ技術

は非常に発展し、シンポジウムを企画した

BIOVIA 社でも実デバイスのリアルタイム

デジタルレプリカを特徴とするデジタルツ

インが目標となっているが、それだけに「コ

ンピュータ化学草創期の挑戦」を説明し、今

後の歴史的な発展についても考えて頂くこ

とを期待した。 

整理のために、関連分野の歴史を振り返

ってみたい。触媒学会会員にとって重要な

アンモニア合成は、１９０６年で、応用とし

て重要なガソリン自動車（１８８６年）より

は後であるが、Heisenberg による量子力学

（１９２５年）、世界初のコンピュータ

ENIAC（１９４６年）、福井謙一先生のフロ

ンティア軌道理論（１９５２年）、１９８０

年代に始まり１９９０年代に広く普及した

コンピュータグラフィックス（CG）、

SPring8（１９９７年）の遥かに前である。

それだけに、実験的な試行錯誤を中心にし

つつ、様々な実験的、理論的な解析手法の導

入により進化、発展してきた触媒分野の歴

史も理解できる。 

  図１は、講演終了後に壇上で主催者から

花束を受取り、記念撮影した時の写真であ

るが、広い会場で多くのエキスパートの皆

様に講演を聞いて頂いた。若い現役世代の

方は、３５－４０年も前の草創期のことを

聞くのは初めての方も多くいらっしゃった

ようで、歴史の流れを感じて頂けたようで

あった。 

 

図１ 講演終了後の主催者との記念写真 

 

図２ 京都大学時代、東北大学時代の挑戦 

 

図２は、講演内容の全体像で、前半は京都大
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学時代、後半は東北大学時代の初期で、それ

ぞれの特徴を説明した。先述のように、量子

化学などの計算は化学反応についても既に

行われ、福井謙一先生のフロンティア軌道

理論は１９５２年に始まり１９８１年の時

点で既にノーベル化学賞を受賞されていた

が、コンピュータグラフィックス（CG）は

１９８０年頃に始まり、さらに後述する３

次元 CG の利用は１９８０年代後半になっ

ていた。そのため京都大学からの概算要求

の形での設置となる程、目新しく高価なも

のであったことも強調させて頂いた。それ

だけに、図３に示したゼオライトの細孔構

造と分子ふるい効果のＣＧ像は、既に以前

から常識化したような内容であるが、魅力

的なＣＧ像により大きなインパクトを与え

た。人間は、五感の中で、情報の８０－９

０％を視覚から得ると考えられているので、

ＣＧ像が様々な既存情報も統合した深い理

解と新しい発想に繋がるのではとの気持ち

を強めた。 

図３ CG で視る分子ふるい効果 

 

次のステップとして、名古屋大学村上研

時代に先生、学生、研究員の方々と様々な実

験手法、量子化学計算等で研究した対象に

CG を適用した。図４はイオン交換ゼオライ

ト触媒上でのトルエンの側鎖アルキル化反

応での酸点・塩基点の共同触媒作用モデル

に CG 視覚化を適用したもので、イオン交

換サイトの少ないY型(a)ではトルエンのベ

ンゼン環と側鎖メチル基が酸点・塩基点の

共同作用が立体的に困難であるが、イオン

交換サイトの多いＸ型(b）ではそれが可能

となり、実験結果をうまく説明している。こ

の発表は、酸塩基触媒で有名な田部浩三先

生主催の国際会議で発表したが、田部先生

が最前列で注目して下さった姿を今でも鮮

やかに思い出す。 

図４ CG で視る酸点・塩基点共同作用 

 

図５ CG で視る V2O5/TiO2(anatase)界面 

 



6 

 

図５は V2O5/TiO2(anatase)界面の CG 像

であるが、V2O5 に対する TiO2(anatase)の

優れた担体効果を構造面から明らかにして

いる。 

このように CG の魅力が明らかになると、

注目も高まり、３次元 CG 手法を活用する

様々な共同研究も始まった。代表的なもの

を述べる。図６に示した春田正毅らによる

金超微粒子触媒の研究はご存命中にはノー

ベル化学賞候補にもなり非常に有名である

が、図６の CG 像は、飯島澄夫らによる電

子顕微鏡像とも合致し、界面での美しい原

子配置の適合を示した。図７の中の説明に

も記したように、当時は高温超電導ブーム

で沸き上がっていて、CG への期待も高まり、

鯉沼秀臣教授グループと協力して、様々な

基板上でのエピタキシャル成長過程の視覚

化を進めた。 

図６ CG で視る Au/Co3O4界面 

 

再度、図２をご覧になって頂くと、京都大学

石油化学科助教授時代は、主には CG だけ

を利用したが、魅力的な３次元 CG 像によ

りこれまでに実験的・理論的に関与した系

だけでなく、共同研究を通して多彩な分野

へのインパクトが得られることを確信する

機会にもなった。図２の後半に示したよう

図７ CG で視る Ba2YCu27-x/SrTiO3界面 

 

に、1992 年からの東北大学教授時代は、

InsightII,  CeriusII, DMOL, Materials 

Studio など市販ソフトウエアを活用すると

ともに、教員、学生メンバー等が、図８に示

したコンピュータ化学の方法に係わる多彩

なソフトウエア、方法論も開発した。 

図８ 東北大学時代に利用した手法 

 

東北大学で新しい研究室を開設した時は、

先に紹介したように[1]、卒論生中心の小研

究室であったが、新分野にかける気持ちか

らそれぞれ大学院生、教員並の大活躍であ

った。東北大学と言えば、今は、最初の「国

際卓越研究大学」として有名であるが、当時

は、全国の大学の中で学生運動の影響が残

り、産学連携反対の考えも支配的であった

が、東北大学では「産業は学問の道場なり」
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という本多光太郎先生の言葉で表される伝

統をもとに、未来科学技術共同研究センタ

ーを中心に、産学連携に対する先進的な挑

戦が始まっていた。その結果、事務部も外部

資金による教員、研究員、技術補佐員の採用

などご支援を頂き、図９に示したように、

元々の学部の研究室に加え、未来科学技術

共同研究センターでの研究室、寄附講座で

の研究室を合わせて２００人を超えるメン

バーで研究を進めることが出来た。今では、

産学連携研究は当たり前のこととして全国

の大学に拡がっているが、重要な歴史的局

面で、新しい大学造りに貢献する東北大学

の伝統を若い世代の方々に知って頂けたこ

とにも感謝の気持ちを強くした。 

図９ 東北大学時代(2007 年頃)のメンバー 

 

６． 若手人材育成における Catalysis：触媒

作用への新しい挑戦 

触媒が頻繁に取り上げられ注目されるよ

うになり、元々の化学の概念に止まらず、人

間社会や日常会話の中でも触媒という言葉

が拡がっている。自分自身は必ずしも中心

にいなくても、他者や出来事の変化を引き

起こす存在として使われている。まさに、

（一社）アイリックの代表理事としての自

分の役割にぴったりの言葉であるし、後期

高齢者になっても触媒と身近に過すことが

出来ることは有難いことである。今流行の

ChatGPT に尋ねても、インド独立運動に貢

献したガンジー、幕末の日本に貢献した坂

本龍馬の役割も触媒と考えられているよう

である 

化学分野における触媒研究では、反応が

進む、進まないという現象的なことだけで

なく、様々な計測技術、理論化学、コンピュ

ータ化学によりもっと微細な原子レベル、

量子レベルでのメカニズムも明らかにされ

てきているが、人間社会における変化にも

脳科学などの最新の成果が適用され、

Catalysis のメカニズムの解明への方法論

も進んでいる。出来るだけイノベーション

に繋がるよう試行錯誤を進める中で、折角、

長期にわたり実験的に、理論的に、またコン

ピュータ化学により取り組んできた課題で

あるので、イノベーションにおける触媒作

用についても出来るだけ科学的に検討出来

ればと考えている。現時点では感覚的では

あるが、意外に分子も人の触媒作用も根本

原理は共通しているのではないかと考えて

いる。 

折しも東北大学では最初の国際卓越研究

大学に関連して、様々な新しい活動、挑戦が

進められ、大いに盛り上がっており、その関

連でも貢献への期待を感じている。具体的

には、永年東北大学未来科学技術共同研究

センターの客員教授等としてご指導頂いた

産学官のシニア世代の方々と学生、留学生、

若手教員、若手教授など多方面の産学官現

役世代との打合せ、交流の機会をもち、グリ

ーンクロステック研究、SDG 対応エネルギ

ー研究、インドネシア大学との国際連携新

環境技術研究、二酸化炭素有効利用技術、次
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世代シミュレーション活用研究、未来型原

子力関連研究、有機高分子・バイオ分野研

究、環境資源循環研究、文系における国際連

携研究、バイオ生命工学、極限デバイス分

野、オーストラリア Curtin 大学との学術交

流、高専編入生の多彩な活躍方法、花の色の

科学、国際交流によるイノベーション推進、

有機・バイオナノ材料の新展開など現役世

代それぞれのニーズ、課題を理解し、各人・

各課題に相応しい支援活動を進めている。 

 

７． むすび 

久しぶりの触媒討論会への参加を機に、

改めて触媒について考え、同時に自分が触

媒研究の中で進めたコンピュータ化学の発

展について再考する機会も得て、現在、（一

社）アイリックの代表理事として取り組ん

でいる若手イノベーション支援について考

えを深める機会を得た。人間社会の中での

触媒作用の考え方についても fNIRS, EEG

などのウェアラブル脳計測技術と AI 活用

等により急速に理解が深まっているので、

様々な試行錯誤の中にもこれら脳科学関連

の最新成果も加えながら、Catalysis を活用

し、若手イノベーション支援に貢献出来れ

ばと期待している。 
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